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ＴＯＰＩＸ
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日経平均日足チャート

11日からは百貨店の決算発表
　　　　　も始まる(日本橋の高島屋)

コスト増吸収しいかに利益拡大？

あ
ら
ゆ
る
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
上
昇

２月期通期決算発表始まる

　

名
実
と
も
に
新
年
度
に
入
り
２
月
期
企
業
か
ら
通
期
決
算
発
表
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
小
売
り
セ
ク
タ
ー
が
多
く
占
め
る
２
月
期
企
業
は
こ

の
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
き
た
。
感
染
拡
大

が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
す
る
中
で
２
３
年
２
月
期
は
回
復
が
期
待
さ
れ
て

い
る
が
、
今
年
に
入
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
、
原

油
な
ど
の
資
源
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
価
格
が
上
昇

し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
、コ
ス
ト
増
を
吸
収
し
て
ど
の
よ
う

に
し
て
利
益
拡
大
を
図
る
の
か
が
、
最
大
の
注
目
点
と
な
り
そ
う
だ
。

　

既
に
小
売
り
大
手
で

は
１
日
付
で
イ
オ
ン

（
８
２
６
７
）が
２
２
年

２
月
期
予
想
を
連
結
営

業
利
益
で
２
０
０
０
億

円
～
２
２
０
０
億
円
か

ら
１
７
３
０
億
円
（
同

１
４
・
９
％
増
）
へ
利

益
予
想
を
下
方
修
正
し

て
い
る
。
２
０
０
０
億

円
程
度
の
ア
ナ
リ
ス
ト

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
大
き

く
下
回
る
内
容
だ
が
、

原
料
高
か
ら
食
品
な
ど

の
値
上
げ
が
進
む
な
か

で
、
今
後
も
消
費
の
回

復
が
進
ま
な
い
と
の
懸

念
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ

う
な
中
で

１
１
日
は

高
島
屋

（
８
２
３

３
）
、
１
２

１
日
に

Ｊ
・
フ
ロ

ン
ト
リ
テ

イ
リ
ン
グ

（
３
０
８

６
）や
近

鉄
百
貨
店

（
８
２
４

４
）な
ど

百
貨
店

各
社
が

決
算
発

表
を
迎
え
る
。
高
島
屋

は
、
第
３
四
半
期
に
７

四
半
期
振
り
の
黒
字
に

転
換
し
た
。
今
期
予
想

が
あ
る
程
度
、
安
心
感

の
あ
る
内
容
な
ら
小
売

り
セ
ク
タ
ー
に
安
心
感

が
高
ま
ろ
う
。

　

小
売

り
以
外

で
は
、

１
２
日

発
表
の

東
宝

（
９
６

０
２
）

は
昨
年

１
２
月

公
開
の

「
呪
術

廻
戦
」

が
興
収

１
２
０

億
円
超

え
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ

た
が
、
今
後
も
新
海
誠

監
督
の
最
新
作
や
「
シ

ン
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

な
ど
期
待
作
が
多
数
控

え
て
お
り
、
次
期
も
好

調
な
予
想
を
打
ち
出
す

期
待
が
高
い
。

　

１
２
日
発
表
の
Ｍ
Ｏ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
５
０
１

８
）は
自
動
車
向
け
な

ど
特
殊
潤
滑
油
、
合
成

潤
滑
油
を
手
が
け
て
い

る
が
、
原
油
価
格
高
止

ま
り
で
も
販
価
転
嫁
が

進
展
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｄ

表
面
潤
滑
剤
が
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
用
が
需
要
増

加
傾
向
に
あ
り
、
次
期

予
想
に
注
目
し
た
い
。
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前
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

海運買戻しタイミング探る

　

前
週
は
下
落
の
流
れ
が
鮮
明
に
な
り
ま
し

た
。
日
経
平
均
は
週
間
で
６
８
０
円
下
げ
２
週

続
落
。
年
度
末
の
特
殊
需
給
要
因
が
な
く
な
り
、

市
場
再
編
が
始
ま
っ
た
週
初
か
ら
主
力
株
の

上
値
は
重
く
、
小
型
グ
ロ
ー
ス
株
に
資
金
が
向

か
い
ま
し
た
。

た
だ
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
高
官
の
タ

カ
派
発
言
を

受
け
米
長
期
金
利
が
急
上

昇
、
グ
ロ
ー

ス
株
だ
け
で
な
く
、
金
融

株
ま
で
も
売

り
に
傾
き
、
６
日
、
７
日
と

大
幅
に
水
準

を
切
り
下
げ
２
万
７
０
０

０
円
を
割
り

込
み
ま
し
た
。
日
経
平
均

は
２
５
日
線

レ
ベ
ル
ま
で
押
し
目
を
入

れ
た
こ
と
で

週
末
は
ひ
と
ま
ず
反
発
し

た
も
の
の
、
ま
だ

底
入
れ
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

週
明
け
は
３
月

の
戻
り
の
２
分
の
１
押
し

２
万
５
０
０
０
円

近
辺
ま
で
に
反
転
で
き
る

か
を
確
認
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
１
２

日
に
米
３
月
消
費

者
物
価
の
発
表
を
控
え
、

上
値
は
重
そ
う
で
す
。
推
奨
銘
柄

で
は
空
売
り
の
海
運
株
の
買
い

戻
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
探
る
一

方
、
米
金
利
動
向
次
第
で
、

小
型
グ
ロ
ー
ス
を
仕
切
り

直
す
考
え
で
す
。 

花
咲 

翁

Ｊ
Ｄ
Ｉ
上
昇
率
ト
ッ
プ

世
界
初
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ン
技
術

ＪＤＩの日足チャート

　

週
明
け
４
日
、
ジ
ャ

パ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

（
６
７
４
０
）
が
東
証

全
市
場
で
上
昇
率
ト
ッ

プ
。
従
来
の
酸
化
物
半

導
体
薄
膜
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
技
術
を
革
新
的
特
性

向
上
を
実
現
す
る
バ
ッ

ク
プ
レ
ー
ン
技
術
を
世

界
で
初
め
て
開
発
し
た

こ
と
が
引
き
続
き
材
料

視
さ
れ
た
。
電
界
効
果

移
動
度
が
２
倍
以
上
と

な
る
高
移
動
度
酸
化
物

半
導
体
技
術
と
４
倍
以

上
と
な
る
超
高
移
動
度

酸
化
物
半
導
体
技
術
で
、

多
様
な
分
野
で
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
性
能
の
革
新
的

向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｇ
大
幅
続
伸

 
 

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル

ー
プ
（
９
９
８
４
）
が

大
幅
続
伸
。
中
国
当
局

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
上

場
す
る
２
０
０
社
余
り

の
中
国
企
業
の
大
半
に

つ
い
て
、
監
査
報
告
書

へ
の
米
規
制
当
局
の
完

全
な
ア
ク
セ
ス
を
今
年

半
ば
に
も
認
め
る
と
伝

わ
っ
た
。
米
国
は
監
査

情
報
開
示
な
ど
の
規
則

に
従
わ
な
い
企
業
の
Ｎ

Ｙ
証
券
取
引
所
と
ナ
ス

ダ
ッ
ク
の
上
場
を
廃
止

す
る
期
限
を
２
４
年
と

し
て
お
り
、
上
場
廃
止

が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

半導体ＳＯＸ３日続落

 
 

　

東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
（
８
０
３
５
）

を
は
じ
め
半
導
体

関
連
が
安
い
。
米

株
市
場
で
半
導
体

製
造
装
置
最
大
手

ア
プ
ラ
イ
ド
・
マ

テ
リ
ア
ル
ズ
が
３
・
３

％
安
と
急
落
す
る
な
ど

半
導
体
セ
ク
タ
ー
が
軟

調
で
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
指
数
が

３
日
続
落
、
足
元
の
戻

り
の
速
さ
か
ら
機
関
投

資
家
の
益
出
し
売
り
が

出
た
と
見
ら
れ
る
。

再生医療関連買い集める
　

５
日
、
ジ
ャ

パ
ン
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
（
７

７
７
４
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
、
セ

ル
シ
ー
ド
（
７

７
７
６
）
も
急

伸
す
る
な
ど
再

生
医
療
関
連
が

買
い
を
集
め
た
。

大
阪
大
学
西
田

幸
二
教
授
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ

が
人
工
多
能
性

幹
細
胞
（
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
）
か
ら
作
っ
た

角
膜
の
移
植
手
術
を
世

界
で
初
め
て
実
施
、
患

者
４
人
を
対
象
と
し
た

臨
床
研
究
を
完
了
し
た

と
発
表
し
た
。
安
全
性

と
有
効
性
が
確
認
さ
れ

た
と
し
て
、
来
年
に
も

臨
床
試
験
を
開
始
、
４

年
後
に
実
用
化
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

大
平
洋
金
が
急
反
落

　

大
平
洋
金
属
（
５
５

４
１
）
が
急
反
落
。
３

月
２
５
日
に
４
５
９
０

円
高
値
を
付
け
た
あ
と

に
上
値
が
重
く
、
短
期

的
な
利
益
確
定
売
り
に

押
さ
れ
た
。
３
１
日
に

八
戸
本
社
製
造
所
で
電

気
炉
の
修
繕
中
に
溶
融

物
の
漏
出
事
故
を
起
こ

し
て
お
り
、
影
響
を
懸

念
す
る
向
き
も
あ
る
。

公
開
価
格
の
２
・
３
倍

セ
カ
ン
ド
サ
イ
ト
の
初
値

　

前
日
に
東
証
グ
ロ
ー

ス
市
場
に
新
規
上
場
し

た
セ
カ
ン
ド
サ
イ
ト
ア

ナ
リ
テ
ィ
カ
（
５
０
２

８
）
は
５
日
、
公
開
価

格
１
３
９
０
円
の
２
・

３
倍
と
な
る
３
１
９
０

円
で
初
値
を
つ
け
た
。

機
械
学
習
や
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
用

い
た
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
・

コ
ン
サ
ル
と
Ａ
Ｉ
プ
ロ

ダ
ク
ト
を
提
供
す
る
。

コ
ス
モ
エ
ネ
旧
村
上
保
有

 
 

　

６
日
、
コ
ス
モ
エ
ネ

ル
ギ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
５
０
２
１
）
が
大

幅
高
で
年
初
来
高
値
更

新
。
５
旧
村
上
フ
ァ
ン

ド
系
投
資
会
社
の
シ
テ

ィ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
イ
レ

ブ
ン
ス
の
株
式
保
有
比

率
が
５
・
８
１
％
と
５

％
を
超
え
大
株
主
に
浮

上
し
た
こ
と
が
判
明
。

一
段
の
買
い
増
し
と
石

油
元
売
り
業
界
再
編
へ

の
思
惑
も
浮
上
し
た
。
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海運は下落率トップ
世界経済減速懸念で市況軟化

商船三井の日足チャート

 
 

　

６
日
、

日
本
郵
船

（
９
１
０

１
）
、
商

船
三
井

（
９
１
０

４
）
、
川

崎
汽
船

（
９
１
０

７
）
の
大

手
海
運
株

が
大
幅
安
、

業
種
別
騰

落
で
３
３

業
種
中
、

下
落
率
ト
ッ
プ
に
な
っ

た
。
ド
ル
建
て
決
済
の

海
運
各
社
に
は
円
安
は

メ
リ
ッ
ト
な
が
ら
、
ロ

シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
強

化
に
よ
る
世
界
経
済
へ

の
影
響
や
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ

政
策
に
伴
う
中
国
経
済

の
減
速
も
警
戒
さ
れ
、

バ
ル
チ
ッ
ク
海
運
指
数

は
９
日
続
落
、
下
げ
足

を
速
め
て
お
り
、
株
価

の
重
石
に
な
っ
た
。

半
導
体
関
連
下
げ
目
立
つ

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（
８
０
３
５
）
、
ア
ド
バ

ン
テ
ス
ト
（
６
８
５
７
）
、

レ
ー
ザ
ー
テ
ッ
ク
（
６

９
２
０
）
、
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
７
７
３
５
）
な
ど
半
導

体
関
連
株
の
下
げ
が
目

立
つ
。
早
期
金
融
引
き

締
め
観
測
が
強
ま
っ
た

こ
と
か
ら
前
日
の
米
国

市
場
で
グ
ロ
ー
ス
株
が

軒
並
み
安
、
ア
プ
ラ
イ

ド
・
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
、

ラ
ム
・
リ
サ
ー
チ
、
Ｋ
Ｌ

Ａ
、
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
な

ど
半
導
体
大
手
が
５
％

を
超
え
る
き
つ
い
下
げ

と
な
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ

指
数
が
大
幅
に
下
落
し

た
流
れ
を
引
き
継
い
だ
。

  

リ
オ
ー
プ
ン
下
げ
目
立
つ

　

７
日
、
エ
ア
ト
リ
（
６

１
９
１
）
や
エ
イ
チ
・

ア
イ
・
エ
ス
（
９
６
０
３
）
、

の
旅
行
関
連
の
ほ
か
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド

（
４
６
６
１
）
、
サ
ン
リ

オ
（
８
１
３
６
）
な
ど

テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
リ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
関
連
の

下
げ
が
目
立
っ
た
。
厚

生
労
働
省
が
開
催
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
を
分
析
す
る
専
門
家

会
合
で
、
新
規
感
染
者

数
の
増
加
に
伴
い
「
療

養
者
数
も
増
加
傾
向
に

転
じ
、
す
で
に
第
７
波

が
始
ま
っ
て
い
る
」
と

の
見
方
が
示
さ
れ
た
と

伝
わ
り
、
改
め
て
不
透

明
感
が
強
ま
っ
た
。

公
開
価
格
12
上
回
る

エ
フ
ビ
ー
介
護
の
初
値

　

エ
フ
ビ
ー
介
護
サ
ー

ビ
ス
（
９
２
２
０
）
が

東
証
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市

場
に
新
規
上
場
、
公
開

価
格
１
４
０
０
円
を
１

１
・
５
％
上
回
る
１
５

６
１
円
で
初
値
を
つ
け

た
。
福
祉
用
具
の
貸
与
・

販
売
・
住
宅
改
修
、
介

護
施
設
な
ど
の
運
営
を

は
じ
め
と
し
た
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
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今
週
の
動
意
銘
柄

企業観察 大和ハウス工業

成長ステージへの踊り場

新しい需要分野へ取組み強める

（１９２５）

　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
（
１
９
２
５
）
は

コ
ロ
ナ
禍
で
減
退
、
あ
る
い
は
消
失
し

た
需
要
を
新
し
い
需
要
で
補
い
、
業
績

は
予
想
以
上
に
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

２
２
年
３
月
期
第
３
四
半
期
累
計
は
予

想
を
上
振
れ
、
連
結
営
業
利
益
２
５
３

８
億
６
６
０
０
万
円
（
前
年
同
期
比
１
．

１
％
増
）
と
コ
ロ
ナ
一
時
費
用
を
吸
収

し
て
増
益
で
着
地
、
通
期
計
画
の
３
２

０
０
億
円
（
同
１
０
．
４
％
減
）
は
十

分
に
ク
リ
ア
で
き
た
模
様
だ
。

　

ホ
テ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
な

ど
に
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
残
っ
た
も
の

の
、
主
力
事
業
は
順
調
で
受
注
は
コ
ロ

ナ
前
の
水
準
ま
で
回
復
。
特
に
米
国
を

中
心
に
海
外
戸
建
住
宅
の
好
調
が
続
き
、

全
社
収
益
を
牽
引
し
た
。
米
国
で
は
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
呼
ば
れ
る
働
き
盛
り

の
旺
盛
な
消
費
が
需
要
を
支
え
、
住
宅

価
格
が
高
騰
、
ロ
ー
ン
金
利
も
上
昇
す

る
な
か
に
あ
っ
て
も
２
ケ
タ
を
上
回
る

伸
び
。
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
や
フ
ロ
リ

ダ
へ
事
業
エ
リ
ア
も
拡
大
し
て
い
る
。

　

商
業
・
事
業
施
設
は
物
件
の
売
却
が

順
調
に
進
み
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
不
振
を

マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
の
伸
び
で
カ
バ
ー
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
へ
１
０
０
０
億
円
規

模
の
戦
略
投
資
を
計
画
す
る
ほ
か
、
富

山
市
公
設
卸
売
市
場
再
整
備
事
業
に
参

画
、
新
し
い
需
要
分
野
へ
の
取
り
組
み

を
強
め
て
お
り
、
今
期
は
次
の
成
長
ス

テ
ー
ジ
へ
の
踊
り
場
に
な
り
そ
う
だ
。

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 １５日日柄変化日

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は続落となり
ました。３月最終週に日経平均は２
００日線にタッチしたことで上値が
重くなりました。短期急騰に対する
当然の反動局面であり、ここでの続
落は特に問題視することはないでし
ょう。３月急騰の上げ幅に対する３
８．２％押しまで調整してきました
が、更に下落するとしても半値押し
水準の２万６５００円近辺まででは
ないかと考えます。
　今週は１２日に米消費者物価指数が発
表されます。２月が前年同月比７．９％
の伸びでしたので、３月は８％に乗せて
くるかもしれません。しかし、株価には
ある程度織り込まれているものと思われ
ます。週末１５日に日柄変化日を迎える
こともあり、そこへ向けて売られるなら
ば買い場ではないでしょうか。今週はマ

ザーズ指数の５週、１３週線
のＧＣが実現しそうなので、
グロース銘柄が期待できそう
です。

ベ
ル
24
Ｈ
Ｄ
は
４
連
騰

今
期
営
業
増
益
見
込
み
増
配

ベル２４ＨＤの日足チャート

　

７
日
、
ベ
ル
シ
ス
テ

ム
２
４
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
６
１
８
３
）
が

大
幅
に
４
日
続
伸
。
２

３
年
２
月
期
は
連
結
営

業
利
益
で
前
期
比
３
・

２
％
増
の
１
４
０
億
円

を
見
込
み
、
年
間
配
当

を
前
期
の
５
４
円
か
ら

６
０
円
へ
の
増
配
す
る

こ
と
が
材
料
視
さ
れ
た
。

主
要
ビ
ジ
ネ
ス
の
Ｃ
Ｒ

Ｍ
を
中
心
に
既
存
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
と
の
取
引
拡

大
と
伊
藤
忠
商
事
グ
ル

ー
プ
や
凸
版
印
刷
と
い

っ
た
多
様
な
企
業
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

新
規
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

獲
得
強
化
を
図
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
利
益
伸
び
悩
む

　
週
末
８
日
、
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

‐

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
（
９
４
１
８
）

が
急
落
。
２
２
年
８
月
期

の
第
２
四
半
期
累
計
決

算
は
、
連
結
営
業
利
益
で

前
年
同
期
比
１
０
・
３

％
増
の
８
８
億
４
９
０

０
万
円
と
２
ケ
タ
増
益

で
着
地
し
た
が
、
９
～
１

１
月
の
４
７
億
２
２
０

０
万
円
に
対
し
１
２
～

２
月
は
４
１
億
２
６
０

０
万
円
と
伸
び
悩
ん
だ
。

 

 Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
は
上
方
修
正

　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
（
３
６
９

７
）
が
急
伸
。
２
２
年

８
月
期
の
業
績
予
想
に

つ
い
て
、
連
結
売
上
高

で
６
３
５
億
円
か
ら
６

４
５
億
円
（
前
期
比
４

０
・
２
％
増
）
、
営
業
利

益
で
６
３
億
円
か
ら
６

９
億
円
（
同
７
５
・
０

％
増
）
へ
上
方
修
正
し
た
。

積
極
的
な
採
用
投
資
を

継
続
し
な
が
ら
、
グ
ル

ー
プ
の
商
流
改
善
や
Ｋ

Ｐ
Ｉ
可
視
化
に
よ
る
生

産
性
改
善
な
ど
で
売
上

総
利
益
率
が
向
上
し
た
。

ニ
コ
ン
9.8
％
の
自
社
株
買
い

 
 

 
 

 

　

ニ
コ
ン
（
７
７
３
１
）

が
急
反
発
。
上
限
３
６

０
０
万
株
（
発
行
済
株

式
総
数
に
対
す
る
割

合
：
９
・
８
％
）
ま
た

は
３
０
０
億
円
の
自
己

株
式
取
得
枠
の
設
定
を

発
表
し
た
。
取
得
期
間

は
５
月
１
３
日
～
２
３

年
３
月
２
４
日
。
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※チャートは日足

 
チャート
　  から読む 騰落銘柄騰落
ピアラ（７０４４） 日本電解（５７５９）

住友ファーマ（４５０６） 日本郵船（９１０１）

　３月９日の１１３６円を底に１３００円
手前まで戻すも上値の重い動き続く。ユー
ロタロント(統合失調症)の上市遅れで業績
更なる下ブレリスクも強く、１０００円ト
ビ台までの下落の可能性も。

　２月２４日に付けた年初来安値２９０７
円と３月１４日安値２９５４円でダブル底
確認。日足陽転のあと３月３日の戻り高値
３８７０円を上抜き本格反騰へ。半値戻し
の４４００円達成すれば前値戻しも。

　クリエイターエコノミー支援プラットフ
ォーム「サイバースター」への期待から出
来高を交えて４月７日に１３３２円の高値
を付ける。短期的な売りを吸収できれば２
１年４月の１７５４円が視野に入る。

　３月１８日に付けた上場来高値１万２４
９０円で天井感。日足陰転のあとは５日線
に上値を抑えられ下値模索が続く。押し目
買いに信用買い残の整理が進まず、当面年
初来安値７９７０円近辺までの調整も。
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相
場
展
望

好
業
績
銘
柄
物
色
に
期
待

例
年
以
上
に
決
算
内
容
見
極
め
る

光世証券

西川 雅博 氏取締役

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
１
カ

月
半
経
過
し
た
が
、
悲
惨
な
状

況
が
報
じ
ら
れ
言
い
表
せ
な
い

ほ
ど
心
が
痛
む
。

　

３
月
以
降
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
比

較
的
平
穏
に
推
移
し
た
の
は
、

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
強
い

信
念
の
も
と
情
報
発
信
を
繰
り

返
し
て
国
際
社
会
に
対
し
、
よ

り
強
固
な
結
束
を
促
し
続
け
た

こ
と
が
背
景
だ
ろ
う
。
最
先
端

の
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
も
ウ
ク
ラ

イ
ナ
が
ロ
シ
ア
を
圧
倒
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
戦
闘
が
沈
静
化
し
て
も

戦
後
処
理
や
ロ
シ
ア
の
政
治
体
制
、
食
料
品
・
資

源
不
足
な
ど
脱
ロ
シ
ア
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

環
境
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
消
化
し
て
い
く
に
は
相
当

時
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

　

欧
米
で
は
こ
こ
に
き
て
イ
ン
フ
レ
に
対
す
る
警

戒
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。

米
国
で
は
利
上
げ
に
加
え
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
縮
小

（
Ｑ
Ｔ
）
を
５
月
に
も
開
始

し
て
引
き
締
め
ペ
ー
ス
を
速

め
る
動
き
が
示
唆
さ
れ

た
。
前
回
よ
り
２
倍
の

速
さ
で
資
産
圧
縮
す
る

と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
マ

ネ
タ
リ
ー
ベ

ー
ス
の
急
減

少
が
上
昇
を

牽
引
し
て
き

た
グ
ロ
ー
ス

大
型
株
に
与

え
る
影
響
に
は
要
注
意
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
予
想
さ
れ
る
１
年
程
度
先
ま
で
の
ハ
イ

ペ
ー
ス
な
利
上
げ
を
市
場
は
す
で
に
織
り
込
み
つ

つ
あ
る
。
原
油
価
格
の
こ
れ
以
上
の
急
騰
が
な
け

れ
ば
、
過
去
の
利
上
げ
局
面
前
半
の
ア
ノ
マ
リ
ー

通
り
逆
金
融
相
場
の
調
整
は
小
幅
に
終
わ
っ
て
、

好
業
績
銘
柄
が
物
色
さ
れ
る
相
場
に
は
期
待
で
き

そ
う
だ
。

　

３
月
の
日
銀
短
観
で
は
大
企
業
業
況
判
断
指
数

が
プ
ラ
ス
圏
な
が
ら
７
四
半
期
ぶ
り
に
悪
化
し
た
。

４
月
後
半
か
ら
は
決
算
発
表
が
本
格
化
す
る
が
、

下
方
修
正
に
加
え
今
期
見
通
し
に
つ
い
て
も
総
じ

て
慎
重
な
見
通
し
が
出
て
く
る
可
能
性
が
高
い
。

た
だ
、
内
需
銘
柄
の
コ
ス
ト
高
の
一
方
で
輸
出
企

業
に
つ
い
て
は
円
安
の
プ
ラ
ス
要
因
が
あ
り
、
個

別
銘
柄
に
よ
っ
て
２
極
化
す
る
傾
向
が
あ
り
そ
う

だ
。
今
年
は
業
績
相
場
の
色
彩
が
強
ま
る
と
見
て

お
り
、
例
年
以
上
に
決
算
内
容
を
見
極
め
て
投
資

対
象
を
絞
り
込
む
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

新
し
い
市
場
区
分
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
足
元
の

株
価
へ
の
影
響
は
限
定
的
の
よ
う
だ
が
、
将
来
的

に
は
パ
ッ
シ
ブ
運
用
の
組
み
入
れ
や
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
の
変
更
、
経
過
措
置
中
の
個
別
銘
柄
の
施
策
な

ど
で
多
少
の
影
響
は
出
る
だ
ろ
う
。
個
別
で
は
武

田
薬
品
工
業
（
４
５
０
２
）
、
日
立
製
作
所
（
６

５
０
１
）
、
日
本
電
産
（
６
５
９
４
）
に
注
目
し

て
い
る
。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏(

株
式
会

社
マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代

表
取
締
役

)

の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

一
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
て

約
１
万
人
の
参
加
者
の
中
か

ら
優
勝
。
直
近
で
は
２
０
１
７
年
１
月
に
始
ま
っ
た
夕
刊
フ
ジ
主

催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
優
勝
。
１
カ
月
間
に
お
け

る
３
銘
柄
の
合
計
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
１
５
５
％
と
断
ト
ツ

の
結
果
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス
ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、

月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投

資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。http://marketbank.jp

東証市場再編の狙いは⁈

外国人投資家の買いに期待

先
物
で
下
げ
安
い
現
物
買
う

モルビスの日足チャート

　東京証券
取引所は４
月４日に
「プライム」
「スタンダ
ード」「グ
ロース」の

３市場体制に移行した。
　今回の東証再編の狙いは上場企業にコーポレ
ートガバナンスコード（企業統治指針）を遵守
させることだ。コーポレートガバナンス・コー
ドとは、企業が株主をはじめ、顧客や従業員、
地域社会など様々なステークホルダーとの望ま
しい関係性や、企業を監視する取締役会などの
組織のあるべき姿について記述した文章のこと
で、透明性、公正かつ迅速な意思決定を行うた
めの仕組みとして機能している。
　コーポレートガバナンス・コードの趣旨が理
解され、徹底されれば、上場企業全体の収益力
の向上が期待できる。外国人投資家からは、日
本企業は現場の力は強いけれど、経営力など、
ガバナンスが不足していると見られている。現
場の優れた力を企業価値や株価に反映し切れて
いない銘柄が多いと判断されているのだ。市場
再編をきっかけに経営の力が強まれば、日本企
業に対する評価が高まり、外国人投資家の買い
が期待できる。
　２０２０年度の日本株の外国人保有比率は３
０．２％と、３年ぶりに３０％を超えた。東証

の一日
の売買
代金の
７０％
超は外
国人投
資家だ。
現在の
日本の
株式市
場は外
国人投

資家が支配
している。
株式市場の
動きを見れ
ばその影響
力の強さが
分かる。
　外国人投
資家は３月
２５日まで
の３週間で
株先物を１
兆４２９１
億円買い越
した。３週
間の買越額
としては約
１年４カ月
ぶりの高水
準だ。この間、日経平均は２万５００
０円割れから、２万８０００円台まで
大幅上昇した。その後の株式市場の下
落と外国人投資家の手口を見みる。３
月第５週（３月２８日～４月１日）の
先物の投資部門別株式売買動向（日経
平均先物、ＴＯＰＩＸ先物、ミニ日経
平均先物、ミニＴＯＰＩＸ先物の合計）
によると、外国人投資家は１兆１７１
２億円も売り越している。
　一方で現物株は３６０３億円買い越
している。外国人投資家は日本の株式
市場全体を株先物を利用して急落させ、
安くなった現物株に買いを入れている。
既に日本株は米国株よりも割安となっ
ている。日経平均のＰＥＲは１３倍と
ダウ平均の２１．７倍より低い。ＰＢ
Ｒも日経平均は１．２倍とダウ平均の
６．３倍よりかなり低い。
　潮流銘柄はモルビス（４３７０）、
日本マイクロニクス（６８７１）、い
であ（９７６８）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

ＴＯＰＩＸの日足チャート

東証再編の効果はなかった？

必
要
だ
っ
た
か

　
　

「
東
証
再
編
」

や
は
り
日
本
は
変
わ
れ
な
い

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
６
８
０
円
安
と
な
り
、
週
足
で

２
週
連
続
陰
線
と
な
っ
た
。

　

依
然
不
透
明
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
Ｆ
Ｒ
Ｂ
理
事
の
タ
カ
派
的
な

発
言
、
中
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
急
拡
大
が
下
落
の
要
因
と
な

っ
た
。
３
月
か
ら
の
戻
り
相

場
で
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

ウ
ナ
侵
攻
前
の
水
準
ま
で
戻

っ
て
い
た
た
め
、
売
り
が
出

や
す
い
環
境
で
あ
っ
た
と
思

う
。

　

ま
た
、

先
週
か
ら

６
０
年
ぶ

り
の
改
革

と
し
て
期

待
さ
れ
て

い
た
東
証

の
上
場
企

業
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
基
準
の
変
更
で
あ
っ
た
が
、

混
乱
も
な
い
が
祝
儀
的
な
動
き
も

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
世
界
か
ら
投

資
を
呼
び
や
す
く
す
る
た
め
の
改

革
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
蓋
を
開
け

て
み
た
ら
名
前
が
変
わ
っ
た
だ
け

で
変
化
が
な
い
と
残
念
な
評
価
が

大
半
で
あ
る
。

　

投
資
家
か
ら
期
待
さ
れ
る
ド
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
革
が
で
き
な
い

の
は
正
し
く
日
本
政
府
と
同
じ
で

あ
る
。
「
日
本
は
変
わ
れ
な
い
」
と

の
認
識
を
海
外
投
資
家
に
植
え
付

け
た
だ
け
だ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
東
証
再
編
の
一
環
と

し
て
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
の
浮
動
株
比
率

の
見
直
し
を
発
表
し
た
た
め
、
政

府
保
有
株
比
率
の
高
い
ト
ヨ
タ
や

伊
藤
忠
商
事
が
売
ら
れ
た
が
、
こ

の
リ
バ
ラ
ン
ス
は
３
回
に
分
け
て

行
わ
れ
る
た
め
、
６
月
頃
ま
で
は

話
題
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
は
長
期
戦
に

な
る
と
の
認
識
で
一
旦
は
相
場
に

織
り
込
ん
だ
感
じ
は
す
る
が
、
ロ

シ
ア
の
デ
フ
ォ
ル
ト
な
ど
突
発
的

な
事
が
起
こ
る
懸
念
は
残
る
。
上

値
を
積
極
的
に
買
う
理
由
が
乏
し

く
指
数
は
方
向
感
の
無
い
動
き
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
週
か
ら
発
表
さ
れ
る
企
業
業

績
が
堅
調
で
あ
る
こ
と
が
上
値
追

い
の
条
件
と
な
る
た
め
、
今
週
か

ら
は
暫
く
は
個
別
株
物
色
の
展
開

と
な
ろ
う
。

　

チ
ャ
ー
ト
的
に
は
上
昇
時
付
け

た
４
空
の
う
ち
２
空
を
埋
め
、
２

５
日
移
動
平

均
線
（
２
万

６
７
７
８
円

処
）
が
下
値

サ
ポ
ー
ト
す

る
形
と
な
っ

て
い
る
。
サ

ポ
ー
ト
ラ
イ

ン
と
し
て
大

き
く
意
識
さ

れ
る
線
だ
が
、

割
れ
て
く
る

と
戻
り
幅
の

半
値
押
し
（
２
万
６
５
０
９
円
）

が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。
現
在
は

一
目
均
衡
表
の
雲
の
中
に
位
置
し

て
お
り
、
転
換
線
（
２
万
７
５
２

２
円
処
）
が
下
降
し
て
お
り
上
値

圧
力
は
強
い
。

　

横
ば
い
の
基
準
線
（
２
万
６
５

１
０
円
処
）
は
半
値
押
し
値
と
重

な
り
、
や
は
り
重
要
な
水
準
と
な

ろ
う
。
抜
け
て
く
る
と
雲
の
下
限

（
２
万
６
０
０
０
円
処
）
が
意
識
さ

れ
よ
う
。
上
値
メ
ド
は
下
げ
の
過

程
で
で
き
た
２
番
目
の
窓
埋
め
（
２

万
７
２
１
４
円
６
１
銭
）
、
７
５
日

移
動
平
均
線
（
２
万
７
３
７
６
円

処
）
、
１
番
目
の
窓
埋
め
（
２
万
７

６
６
２
円
２
８
銭
）
が
上
が
ら
れ

よ
う
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は
２
万
６
５
０

０
円
～
２
万
７
４
０
０
円
を
想
定
。

戻
り
の
鈍
い
展
開
を
想
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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４
月
か
ら

原
料
高
な
ど
の
影
響
で
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
値
上
げ
さ
れ
て

い
る
。
即
席
め
ん
は
日
持
ち

す
る
の
で
、
筆
者
の
場
合
は

３
月
中
に
あ
る
程
度
ま
と
め

買
い
を
行
っ
た
が
、
値
上
げ

さ
れ
た
製
品
は
、
ケ
チ
ャ
ッ

プ
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
酒
類
な

ど
か
な
り
の
数
に
な
る
。
こ

れ
ら
を
全
て
ま
と
め
買
い
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

結
局
の
と
こ
ろ
は
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
ス
ー
パ
ー
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
（
Ｐ
Ｂ
）
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
し
か
な
い
。

　

所
得
は
上
が
ら
な
い
の
に
モ
ノ
の
値
段
だ
け
が
上
が
る

状
況
で
は
、
多
く
の
消
費
者
が
筆
者
と
同
じ
こ
と
を
考
え

て
い
る
と
思
う
の
で
、
今
後
は
大
手
メ
ー
カ
ー
も
販
売
数

量
確
保
の
た
め
、
Ｐ
Ｂ
の
生
産
受
託
を
拡
大
さ
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
代
表
例
は
、
イ
オ
ン
の
Ｐ
Ｂ
「
ト

ッ
プ
バ
リ
ュ
」
で
発
売
さ
れ
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
生
ビ
ー
ル

」
。
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
が
製
造
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の

影
響
を
受
け
て
サ
ッ
ポ
ロ
の
看
板
商
品
「
エ
ビ
ス
」
が
イ

オ
ン
の
棚
か
ら
消
え
た
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
。

　

原
料
高
と
円
安
で
今
後
、
さ
ら
に
モ
ノ
の
値
段
が
あ
が

る
だ
ろ
う
か
ら
、
食
料
品

以
外
で
も
Ｐ
Ｂ
商
品
が
さ

ら
に
幅
を
利
か
す
こ
と
な

る
。
大
手
メ
ー
カ
ー
に
と

っ
て
は
、
苦
し
い
経
営
判

断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

「
絶
品
か
っ
ぱ
え
び
せ
ん

　
　

花
藻
塩
と
燻
製
唐
辛
子
味
」

カ
ル
ビ
ー素材の組み合わせにこだわり

「絶品かっぱえびせん」

 

　カルビー
（２２２９）は
お酒のおつま
み向けに素材
の組み合わせ
にこだわった
「絶品かっぱ
えびせん 花
藻塩と燻製唐
辛子味」を期
間限定で５月

中旬まで全国発売している。
　「絶品かっぱえびせん 花藻塩と燻製唐辛子
味」は、「こだわりの塩」として塩カドの無いま
ろやかな味わいで「かっぱえびせん」のエビの
風味を引き立てる瀬戸内の「花藻塩」を選定。
塩で引き立つ素材に「燻製唐辛子」を組み合わ
せ、お酒がすすむベストな設計を追求した商
品。２０２１年４月に期間限定で発売したと
ころ、「塩と唐辛子の組み合わせが斬新で、絶
妙な味わい」などユーザーからの評価が高く
今回の再発売となった。

キャラメル抹茶オレ

サ
ー
テ
ィ
ワ
ン

新感覚の抹茶フレーバー

「キャラメル抹茶オレ」を発売
　Ｂ‐Ｒサーティワン アイ
スクリーム（２２６８）は、
４月２８日から期間限定で、
５月の新作フレーバー「キ
ャラメル抹茶オレ」を発売
する。
　キャラメル仕立ての抹茶
オレをイメージしたフレー
バー。宇治茶の老舗「北川
半兵衞商店」の抹茶を使用
した、サーティワン自慢の
香り高い抹茶アイスクリー
ムと、抹茶を引き立てるミ

ルクアイスクリームで「抹茶オレ」を表現し
た。そこにキャラメルでコーティングしたワ
ッフルコーンにコクのあるキャラメルリボン
をＩＮし、甘くてオシャレな美味しさを実現、
豊かなコクと食感も楽しめる大満足のフレー
バーに仕上げた。人気の抹茶フレーバーとキ
ャラメル、２つの組み合わせはサーティワン
では初めてで、キャラメルの甘さと抹茶のほ
ろ苦さが絶妙なバランスとなっている。
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記者の視点

相場見通し
ファーストリテ
　　の日足チャート

日本電産の
　　日足チャート

２
万
７
０
０
０
円
の
攻
防

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
決
算
に
注
目

 

　

４
月
第
２
週
の

東
京
市
場
は
日
経

平
均
で
８
日
に
２

万
６
７
６
４
円
ま

で
売
ら
れ
る
場
面
が
あ
り
、
膠

着
感
の
強
い
展
開
と
な
っ
た
。

３
月
は
９
日
の
２
万
４
６
８
１

円
７
４
銭
を
底
に
３
６
５
７
円

超
３
週
間
で
急
騰
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
過
熱
感
か
ら
の
調
整

と
い
え
よ
う
。
５
日
に
は
ハ
ト

派
と
し
て
知
ら
れ
る
ブ
レ
イ
ナ

ー
ド
Ｆ
Ｒ
Ｂ
理
事
が
量
的
引
き

締
め
な
ど
に
関
し
て
タ
カ
派
な

発
言
を
行
い
、
翌
６
日
公
表
の

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
議
事
録
で
も
タ
カ
派

的
内
容
だ
っ
た
こ
と
か
ら
ナ
ス

ダ
ッ
ク
の
ス
ピ
ー
ド
調
整
か
ら

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
（
８
０
３

５
）
な
ど
の
半
導
体
や
値
が
さ

の
主
力
が
売
ら
れ
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て

は
ロ
シ
ア
軍
が
東
部
ド
ネ
ツ
ク

州
の
要
衝
マ
リ
ウ
ポ
リ
の
制
圧

に
戦
力
を
集
中
さ
せ
る
な
か
、

首
都
キ
ー
ウ
か
ら
撤
退
し
、
大

き
な
動
き
は
な
か
っ
た
。
Ｗ
Ｔ

Ｉ
原
油
先
物
も
１
バ
レ
ル
９
７

ド
ル
割
れ
と
な
り
、
落
ち
着
い

た
動
き
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
売
り

に
も
買
い
に
も
決
め
手
に
か
け

る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
次
な

る
手
掛
か
り
材
料
が
で
る

ま
で
は
２
万
７
０
０
０
円

の
攻
防
が
続
き
そ
う
だ
。

今
週
は
１

４
日
に
米

３
月
小
売

り
売
上
高
、

１
５
日
に

米
３
月
鉱

工
業
生

産
・
設
備

稼
働
率
の

発
表
が
予

定
さ
れ
て

い
る
が
、

国
内
で
は
小
売
り
セ
ク
タ
ー

の
２
月
期
と
８
月
期
の
第
２

四
半
期
決
算
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の

内
容
に
関
心
が
集
ま
ろ
う
。

最
大
の
注
目
は
１
４
日
の
フ

ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
（
９

９
８
３
）
。
通
期
の
営
業
利
益

で
は
前
期
比
８
・
４
％
増
の
２

７
０
０
億
円
予
想
だ
が
、
海
外

ユ
ニ
ク
ロ
事
業
の
好
調
か
ら
２

８
５
０
億
円
超
が
ア
ナ
リ
ス
ト

コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

上
方
修
正
が
な
け
れ
ば
、
悲
観

売
り
か
ら
指
数
の
押
し
下
げ
要

因
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
先
は
２
１
日
に
日
本
電

産
（
６
５
９
４
）
な
ど
３
月
期

の
主
要
企
業
が
控
え
る
。
全
般

は
よ
り
企
業
業
績
を
意
識
し
た

動
き
に
な
ろ
う
。

今週のスケジュール

 

・10日 フランス大統領選第1 回投票(決選投
　　　 票の場合は24日)
・11日 地域経済報告(さくらレポート)
　　　 中国3月生産者物価、中国3月消費者
　　　 物価(10:30)

　　　  米3年国債入札

・12日 3月国内企業物価指数(8:50)
　　　独4月ZEW景況感指数(18:00)
　　　米3月消費者物価(21:30)
　　　米10年国債入札
・13日 3月マネーストック、2月機械受
　　　注(8:50)
　　　中国3月貿易収支
　　　米3月生産者物価(21:30)
　　　米30年国債入札
・14日 ECB定例理事会(ラガルド総裁会
　　　見)
　　　米3月小売売上高(21:30)
・15日 米3月鉱工業生産･設備稼働率
　　　(22:15)

編 

集 

後 

記

　

停
戦
交
渉
が
進
む
か
と
わ
ず

か
な
が
ら
も
期
待
さ
れ
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
だ
が
、
ロ
シ
ア
軍

が
後
退
し
た
キ
ー
フ
近
郊
の
ブ

チ
ャ
の
街
に
は
目
を
覆
い
た
く

な
る
凄
惨
な
光
景
が
広
が
っ
た
。

正
規
兵
を
失
わ
な
い
た
め
、
犠

牲
が
多
く
な
り
が
ち
な
市
街
戦

に
、
残
虐
行
為
で
知
ら
れ
る
チ

ェ
チ
ェ
ン
の
独
裁
者
カ
デ
ィ
ロ

フ
首
長
の
特
殊
部
隊
が
投
入
さ

れ
た
と
の
見
方
が
あ
り
、
ロ
シ

ア
が
当
面
の
標
的
に
定
め
た
東

部
地
域
で
の
民
間
人
殺
戮
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
の
財
源
を
絶
つ
意
味

で
も
、
原
油
・
資
源
価
格
抑
制

へ
利
上
げ
加
速
と
Ｑ
Ｔ
拡
大
が

必
要
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
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